
解
読
文

戊

享
保
十
三
年

紙
数

覚
日
記

申

正
月
吉
日

有
合

太
々
講
人
数
四
拾
八
人

内
拾
人
不
参

残
り
三
拾
八
人

平
参
八
人

外
壱
人
青
梅
ゟ
入

（
よ
り
）

伊
勢
参
宮
四
拾
八
人

（

マ

マ

）

廿
六
日
出
立

朝
五
ツ
時
出
ル

雨
ふ
り

八
王
子
ゟ
大
ふ
り

送
り
馬

橋
本
ゟ
返
シ

余
り
大
ふ
り

故
橋
本
ニ

泊
り

夜
中
大
風

雨

廿
七
日

明
ケ
六
ツ
時
ゟ
出
ル

雨
ふ

（
あ
け
む
つ
・
午
前
六
時
頃
）

り

平
た
へ
ま
へ
三
里

是
迄

（
原

当

麻

）

雨
ふ
り

ざ
ま
へ
壱
里

あ
つ

き
へ
壱
里

是
ニ
而

橋
半
分
落

（
こ
こ
に
て
）

難
儀
い
た
し
候

事

田
村

（
そ
う
ろ
う
こ
と
）

へ
弐
里

大
磯
へ
壱
里

梅
沢

ゟ
雨
ふ
り

小
田
原
へ
暮
時

着

同
行
何
連
も
是
迄
不
難

（
ど
う
ぎ
ょ
う
い
ず
れ
）

廿
八
日

小
田
原
明
ケ
六
ツ
時
出

箱

根
御
関
所
四
ツ
時

通
り

少
々
雨
ふ
り

惣
三
郎
山
中

ニ
而

逢
申
候
而

書
状
在
所
へ
遣

ス

三
嶋
へ
八
ツ
半
時
着

余

り
草

臥

候

故
三
嶋
ニ

（
あ
ま
）

（
く
た
び
れ
そ
う
ろ
う
ゆ
え
）

泊
り

廿
九
日

天
気

三
し
ま
七
ツ
時
出

ゑ
ち
り

泊
り

道
中
道
よ
し

駄
賃

大
分
下
直
壱
里
ニ
而

十
文
程

（
げ
じ
き
）

ツ
ゝ

同
行
何
連
も
無
事

雨
間
村
参
宮
之
者
ニ

於
木
津

（

興

津

）

ニ
而

逢
晦
日

ゑ
ち
り
ゟ
七
ツ
時
出
ル

阿
へ

（
安
倍
）

川
ニ
而

川
越
候
へ
共
不
残
越
ス

（
の
こ
ら
ず
）

大
井
川
四
拾
八
文
つ
ニヽ

候

得
共
相
乗
越
ニ
而

四
拾
八

（
あ
い
の
り
こ
し
）

人

八

百

文

出

ス

余

り

心

安

越
候
ニ

付
酒
手
与
し

（
こ
こ
ろ
や
す
く
こ
し
）

（
と
）

て
百
文
渡
シ

か
な
や
へ
七
ツ

半
時
ニ

着
同
行
何
連
も
無
事

二
月
朔
日

（
つ
い
た
ち
）

か
な
や
明
六
ツ
時
出
ル

大

雨
朝
ゟ
合
羽
着
ル

見
付
ニ
而

村
山
も
の
ニ

出
合
手
紙
遣
ス

天
流
舟
渡
し
廿
四
文
ツ
ゝ

（
竜
）

道
中
も
急
ギ
候
得
共
は
ま
松

へ
五
ツ
時
着

此
間
道
法
と

（
み
ち
の
り
）

お
し

二
日

濱
松
朝
五
ツ
時
出
ル

昨
朔

日
か
な
や
ゟ
は
ま
松
迄
大
雨

殊
ニ

初
午
ゆ
へ
出
馬
な
く
同

行
之
内
大
分
草
臥
も
の
有

（
く
た
び
れ
）

之

候

者

休
之
積
り
出
ル

（
そ
う
ら
わ
ば
）

前
坂
迄
難
儀
ニ

付
ふ
た
川
ニ

泊

（
舞

阪

）

り

天
気
よ
し

あ
ら
い
に
て

山
入
百
介
殿
ニ

出
合
伝

（
や
ま
い
り
）

言
い
た
す

舟
渡
シ
壱
そ
う

三
百
廿
七
文
ツ
ゝ
四
拾
八
人

五
そ
う
ニ

渡
ル

舟
風
吹
な
ん

ぎ

三
日

岡
崎
泊
り

七
ツ
前
ニ

着

二

日
三
日
ハ
休

分
ニ

し
て
少

（
や
す
み
わ
け
）

ツ
ゝ
の
道
也
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四
日

岡
崎
泊
り

七
ツ
時
出
ル

津
嶋
へ
暮
時
着

道
遠
ク
候
而

な

ん
き

宮
ゟ
津
嶋
迄
五
里

此
間
ニ

番
場
ニ

少
舟
渡
シ
有
ル

（
万

場

）

是
迄
弐
里
有

五
日

津
嶋
へ
暮
六
ツ
時
着

宿
木
曽
屋

四
郎
兵
衛

鳥
井
前
橋
き
し

舟

（
居
）

賃
壱
人
廿
六
文
ツ
ゝ
く
わ
な
へ
四

ツ
時
着

そ
れ
ゟ
か
ん
へ
泊
り

宿

松
や
九
左
衛
門
方
ゟ
宇
野
万
右

衛
門
殿
へ
飛
脚
遣
候

六
日

神
戸
明
六
ツ
前
ニ

出
ル

松
坂

（
か
ん
べ
）

へ
七
ツ
時
着

不
残

か
ミ
さ
か
や
き
い
た
し

（

髪

月

代

）

仕
度
申
候

（
し
た
く
）七

日

松
坂
明
六
ツ
時
出
ル
　
ミ
や

う
志゙

ゃ
う
の
茶
屋
へ
四
ツ
時

着

宇
野
次
左
衛
門
様

太
夫
殿

御
名
代
対
談

新
左
衛
門
殿

（
ご
み
ょ
う
だ
い
）

酒

迎

と
し
て
被

参

そ
れ
ゟ

（
さ
か
む
か
え
）

（
ま
い
ら
れ
）

籠
ニ
而

不
残
山
田
へ
着

伊勢参宮道中日記（一）の道中図解 ※□内は泊まった所
［東京都あきる野市伊奈から三重県伊勢市山田まで］

全
体
解
説

今
回
は
伊
勢
参
り
の
道
中
日
記
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
伊
奈
村
（
あ
き
る
野
市

伊
奈
）
の
名
主
石
川
兵
左
衛
門
（

歳
）
の

33

書
き
残
し
た
記
録
で
す
。

時
は
享
保

年
（
１
７
２
８
）
正
月

日

13

26

出
発
し
、

月

日
帰
宅
す
る
迄
の
道
中
の

3

15

日
記
で
す
。
そ
の
内
容
は
宿
泊
場
所
、
舟
渡

し
や
参
加
者
及
び
御
師
の
関
係
者
等
へ
の

お

ん

し

気
遣
い
の
様
子
、
ま
た
無
事
帰
郷
し
た
後

に
、
全
費
用
や
今
後
参
宮
す
る
人
の
た
め
の

心
得
ま
で
詳
細
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

当
時
伊
奈
村
の
伊
勢
講
（
太
々
講
）
の
仲

間
は

人
で
し
た
が
、
内

人
不
参
加
者
が

48

10

い
た
の
で
、
講
に
入
っ
て
い
な
い
人
か
ら
も

参
加
者
を
募
っ
た
よ
う
で
す
。
結
局
参
加
者

は
、
講
中
の
人
数
と
同
じ

人
で
、
現
代
の

48

観
光
ツ
ア
ー
と
し
て
も
多
人
数
の
方
で
し

た
。
兵
左
衛
門
は
こ
の
世
話
役
と
し
て
50

日
も
の
間
、
多
方
面
に
気
を
遣
い
な
が
ら

人
々
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。
名
主
と
は

い
え
、
旅
が
無
事
終
わ
る
ま
で
の
苦
労
は
察

す
る
に
あ
ま
り
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
伊
勢
参
り
は
「
伊
勢

詣

」

い

せ

も
う
で

と
い
い
、
は
じ
め
は
皇
室
の
祖
先
神
を
祀
る



所
と
し
て
、
庶
民
の
奉
幣
を
禁
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
朝
廷

の
財
政
上
の
都
合
等
も
あ
り
、
平
安
時
代
末
期
頃
か
ら
一
般
の

霊
山
熊
野
信
仰
な
ど
と
同
じ
く
御
師
の
制
度
を
生
み
、
広
く
国

民
各
層
の
信
仰
を
集
め
た
の
で
す
。
当
地
方
の
伊
勢
詣
は
ず
っ

と
遅
れ
て
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
と
思
え
ま
す
。
管
見
に
よ

る
市
内
で
の
記
録
は
、
こ
の
石
川
家
の
文
書
が
最
も
早
い
方
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
文
化･
文
政
期
頃
に
な
る
と
、
信
仰
の
た

め
と
称
し
伊
勢
詣
や
西
国
三
十
三
か
所
・
四
国
八
十
八
か
所
巡

り
な
ど
物
見
遊
山
を
兼
ね
た
神
社
仏
閣
霊
場
参
拝
が
益
々
盛
況

に
な
り
、
幕
府
か
ら
奢
侈
禁
止
令
が
出
さ
れ
る
程
、
一
般
庶
民
の

し

ゃ

し

賑
わ
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
記
録
は
少
し
し
か

見
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
記
録
を
読
む
と
１
日

㎞
か
ら

㎞
、
雨
の
中
で
も
歩

30

50

き
通
す
と
い
う
強
行
軍
で
す
。
当
時
の
人
達
の
強
靱
な
体
力
と

精
神
力
に
は
全
く
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

尚
、
紙
面
の
都
合
上
連
続

回
に
分
け
て
発
行
し
ま
す
。

4

1

回
目
は
伊
奈
の
宿
を
出
発
し
て
伊
勢
山
田
へ
着
い
た
と
こ
ろ
ま

で
で
す
。

道
中
解
説

伊
奈
を
正
月

日
朝
５
時
半
に
伊
勢
へ
む
け
て
出
発
し
た
一

26

行

人
は
、
八
王
子
で
雨
が
大
ぶ
り
に
な
り
、
神
奈
川
県
の
橋

48
本
で
送
り
馬
を
返
し
て
泊
ま
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
夜
中
大
風

雨
で
、
翌

日
朝
６
時
に
雨
の
中
出
発
原
当
麻
・
座
間
と
進
み
、

は
ら
た
い
ま

27

厚
木
で
相
模
川
に
架
か
る
橋
が
半
分
落
ち
て
い
た
た
め
大
変
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
田
村
を
通
り
大
磯
で
東
海
道
に
出

て
小
田
原
へ
暮
時
に
皆
無
事
着
き
泊
ま
り
ま
し
た
。

日
小
田
原
を
朝
６
時
出
発
、
箱
根
の
関
所
も

時
に
無
事

28

10

通
り
、
山
中
で
知
り
会
い
の
惣
三
郎
に
逢
っ
た
の
で
、
伊
奈
へ
手

紙
を
頼
ん
で
い
ま
す
。
小
雨
の
中
歩
き
ど
う
し
で
く
た
び
れ
た

一
行
は
午
後
３
時
頃
三
島
へ
着
い
て
泊
ま
り
ま
し
た
。

日
三

29

島
を
４
時
出
発
江
尻
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
道
は
良
か
っ
た

た
め
「
駄
賃
大
分
下
直
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宿
場
毎
に
荷
物
を

げ
じ
き

運
ぶ
馬
や
人
足
の
費
用
が
か
か
り
こ
こ
で
は
他
の
宿
場
と
比
べ

て
安
か
っ
た
よ
う
で
す
。
興
津
で
今
度
は
雨
間
村
参
宮
の
人
に

逢
っ
て
い
ま
す
。

日
江
尻
を
朝
４
時
出
発
、
安
倍
川
を
全
員

３０

越
し
、
大
井
川
を
相
乗
越
し
で
越
し
ま
し
た
。
心
配
し
て
い
た
よ

り
人
足
達
に
も
恵
ま
れ
、
皆
無
事
に
越
せ
た
の
で
感
謝
の
気
持

ち
を
こ
め
て
酒
手
と
し
て

文
渡
し
て
い
ま
す
。
金
谷
へ
５
時

さ
か
て

100

半
頃
着
き
泊
ま
り
ま
し
た
。

２
月
１
日
金
谷
を
朝
６
時
大
雨
な
の
で
合
羽
を
着
て
出
か
け
、

見
付
で
村
山
の
人
に
逢
っ
て
手
紙
を
頼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
日

は
初
午
の
た
め
出
る
馬
も
な
く
、
そ
の
上
道
中
も
長
く
同
行
の

内
に
大
分
疲
れ
た
人
も
多
く
、
濱
松
へ
夜
８
時
頃
着
き
泊
ま
り

ま
し
た
。
２
日
濱
松
を
朝
８
時
出
発
舞
阪
迄
昨
日
の
疲
れ
も
あ

っ
て
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
舞
阪
か
ら
新
居
迄
海
上
１
里
を

５
艘
の
舟
で
分
乗
し
て
渡
り
ま
し
た
。
こ
の
海
岸
は
江
戸
時
代

ｍ
以
上
内
陸
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
舟
風
が
吹
き
大
変
な
思

200い
を
し
て
着
い
た
所
が
新
居
の
関
所
で
す
。
こ
こ
で
山
入
の
百

や
ま
い
り

介
殿
と
出
会
い
伝
言
を
頼
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
遠
方

に
来
て
偶
然
に
も
知
り
合
い
に
逢
う
こ
と
に
、
兵
左
衛
門
の
顔

の
広
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
驚
き
ま
す
。
こ
の
日
は
あ
ま
り
に

も
疲
れ
た
の
で
二
川
に
泊
ま
っ
て
い
ま
す
。
３
日
朝
二
川
を
出

ふ
た
が
わ

発
岡
崎
へ
午
後
４
時
前
に
着
き
泊
ま
り
ま
す
。
２
日
と
３
日
は

皆
く
た
び
れ
て
い
た
の
で
休
み
休
み
歩
い
て
き
ま
し
た
。
４
日

岡
崎
を
朝
４
時
出
発
津
島
へ
暮
時
に
は
着
き
泊
ま
り
ま
す
。
万

場
の
渡
し
で
少
し
舟
に
乗
り
ま
す
が
、

以
上
歩
き
通
し
た

40

km

よ
う
で
す
。
宿
鳥
居
前
橋
ぎ
し
木
曽
屋
四
郎
兵
衛
は
津
島
神
社

の
門
前
だ
と
思
い
ま
す
。
津
島
神
社
は
旧
称
津
島
牛
頭
天
王
社

ご

ず

と
呼
ば
れ
そ
の
祭
礼
は
船
祭
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
。

江
戸
後
期
の
五
日
市
の
商
人
の
日
記
に
も
出
雲
大
社
と
同
様
に

津
島
神
社
札
配
が
来
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
行
も
当

然
参
拝
し
た
と
思
い
ま
す
。

５
日
朝
津
島
を
出
発
、
津
島
街
道
を
南
下
し
て
佐
屋
湊
へ
着

き
そ
こ
か
ら
桑
名
迄
海
を
舟
で
渡
っ
た
よ
う
で
す
。
当
時
は
佐

屋
宿
の
近
く
ま
で
海
岸
が
入
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

三
里
の
海
上
を
舟
で
進
み
、
桑
名
へ

時
頃
着
き
、
そ
れ
よ
り

10

神
戸
へ
行
き
泊
ま
り
ま
す
。
宿
松
屋
九
左
衛
門
方
よ
り
御
師
宅

か
ん
べ

へ
飛
脚
を
出
し
、
無
事
着
い
た
こ
と
を
知
ら
せ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

６
日
神
戸
を
朝
６
時
前
出
て
松
坂
へ
午
後
４
時
に
着
き
そ
れ
か

ら
全
員
髪
を
月
代
に
し
て
参
宮
の
仕
度
を
し
た
よ
う
で
す
。
７

さ
か
や
き

日
松
坂
を
朝
６
時
に
出
て

明

星

の
茶
屋
へ

時
に
着
き
太
夫

み
ょ
う
じ
ょ
う

10

名
代
宇
野
次
左
衛
門
様
と
対
談
、
酒

迎

と
し
て
来
た
新
左
衛
門

さ
か
む
か
え

殿
の
案
内
で
全
員
籠
に
乗
り
伊
勢
山
田
へ
着
い
て
泊
ま
り
ま
し

た
。




